
モーツァルト：オーボエ四重奏曲 

 1777 年、モーツァルトはマンハイムを訪れた折りに、名オーボエ奏者フリー

ドリヒ・ラムの知己を得た。そして 1780 年 11 月、歌劇《イドメネオ》の上演

の際、ミュンヘンでラムと再会し、翌年の初頭、彼のために書かれたのがこの

オーボエ四重奏曲である。 

 ソナタ形式の第１楽章は、軽快なアレグロのテンポにのって、オーボエが瑞々

しく歌い始める。第２主題は、転調された第１主題をヴァイオリンが奏で、そ

れにオーボエがオブリガート的に絡んでいく。アダージョの短い第２楽章は、

イタリアのバロック協奏曲を想わせる哀愁を帯びた典雅な世界。カデンツァが

あるのも協奏曲のようだ。オーボエのヴィルトゥオーゾぶりが発揮される終楽

章アレグロはロンド形式。ここでもモーツァルトは定石を破り、冒頭部分を回

帰させることなく静かに曲を閉じている。まさに小さな協奏曲という比喩がぴ

ったりの名曲である。 

 

モーツァルト：アダージョ ハ長調 

 イングリッシュ・ホルンのために書かれた“不思議な”佳曲。1780 年代の作

とされるが、自筆譜ではイングリッシュ・ホルンのパート以外は楽器が指定さ

れておらず、しかも 28 小節以降は主旋律だけが残されている。 

 「アヴェ・ヴェルム・コルプス」を一瞬、想わせるような清楚なメロディで

始まり、パストラル風の伸びやかな楽想で満たされる。展開部のないソナタ形

式で書かれているので、やはり「断片」と見なされるべき作品だろう。 

 

ブリテン：幻想曲 

 イギリスの音楽学者ウォルター・ウィルソン・コベットが発足させた「ファ

ンタジー・コンペティション」なるコンクールに応募するために書かれた 1932

年の作品。「作者がイギリス国籍であること」に加えて、「単一楽章で書かれて

いること」が条件だった。翌年８月、BBC がラジオ放送し、無名の青年作曲家の

名が知られることとなった。 

 オーボエと弦楽三重奏のための本曲は、冒頭部、中間部、展開部、終結部の

４つの部分からなる。チェロによって行進曲風の伴奏音型が奏でられ、それに

ヴィオラとヴァイオリンが呼応し、オーボエが民謡風のメロディを歌い始める。

音楽は徐々にテンポをあげ、オーボエが技巧的なパッセージを披露する。ヴィ

オラが静かに素朴な旋律を歌って中間部に入ると、弦楽トリオのみの音楽にな

る。再びオーボエが加わり幻想的な音楽が展開されたのち、また冒頭部が回帰

して、最後は消えるように終わる。 

 



ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲 第１番 

 ショスタコーヴィチの代表作として知られる交響曲第５番の初演が 1937 年。

その翌年、満を持して弦楽四重奏曲の筆を執ったのが本作である。 

 素朴で安定的とされるハ長調の第１楽章はモデラート。のんびりとしたムー

ドに満たされ、ある意味、ショスタコーヴィチらしくない。続く第２楽章もモ

デラートで、イ短調による朴訥な民謡風のメロディが変奏される。第３楽章は、

弱音器を付けて演奏される嬰ハ短調のスケルツォで、ヴァイオリンが技巧的な

フレーズを聴かせたりもする。終楽章は、機知に富んだソナタ形式のアレグロ。

複雑な音のやり取りを愉しむかのように、四者が一体となってゴール目指して

疾走する。 

 

ショスタコーヴィチ：弦楽四重奏曲 第８番 

 1960 年、連合軍の空爆による傷跡がまだ残るドレスデンを訪れた際、わずか

３日間で書き上げた作品。初演はベートーヴェン弦楽四重奏団により 1960 年 10

月２日、レニングラードで行なわれた。 

 「ファシズムと戦争犠牲者の思い出に」捧げられているが、ショスタコーヴ

ィチの署名である「DSCH」の４音動機が用いられており、本作が自分自身に深

く関連していることは明らか。自作からの引用も夥しく、交響曲第１番、第５

番、第 10 番、チェロ協奏曲第１番、ピアノ三重奏曲第２番、《マクベス夫人》

と枚挙に暇がない。さらには自作以外にも、ディエス・イレ、ロシアの葬送古

謡、ジークフリートの葬送行進曲、チャイコフスキー《悲愴》などからの引用

が指摘されている。 

 すべて短調からなる全５楽章は、間断なく演奏される。第１、４、５楽章が

ラルゴ、そのあいだに挟まれた第２、３楽章がアレグロ系という構成。死神の

嘲笑的な踊り、突き刺すような苦痛、終わりのない嘆きの歌が、鋭く、そして

シニカルに描かれている。最後は《悲愴》交響曲のように、まさに息絶えるよ

うに終わる。 


